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敬⽼の⽇にちなんだ住宅⽤⽕災警報器の配付・取付モデル事業の実施について

 住宅⽤⽕災警報器の普及・啓発活動の⼀環として、総務省消防庁と
（社）全国消防機器協会の｢社会貢献委員会｣が連携して⾏う｢住宅⽤⽕
災警報器の配付・取付モデル事業｣が、９⽉２０⽇の敬⽼の⽇にモデル
事業に選定された各地区(東京都、名古屋市、⾦沢市）で実施されまし
た。

 モデル地区のうち、名古屋市においては、区政協⼒委員⻑、消防団⻑、婦⼈消防クラブ員、⺠⽣委
員などが市内の⼀⼈暮らしの⾼齢者世帯を訪問し、住宅⽤⽕災警報器の取付けとその取扱い⽅法の説
明を⾏いました。

 また、住宅⽤⽕災警報器のそばには、⽕災で警報が鳴った場合や、⽇常の点検、故障時の対応⽅法
がすぐに分かるように消防局が作成したＡ４サイズの説明書も同時に取り付けました。
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